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図2　大手4社の宅配便取扱個数の推移
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　日本郵政が民営化後いきなり日本通運との宅配事業
統合を発表した。郵便事業と日通の年商は合わせると
約4兆円も上る。迎え撃つヤマト・佐川の年商もそれ
ぞれ1兆円規模に達している。郵便と物流の垣根が崩
れたことで、市場の勢力図が大きく変わろうとしてい
る。その行方を探る。
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宅
配
便
は〝
二
強
・
一
弱
〟市
場
に

　

今
年
一
〇
月
一
日
の
郵
政
民
営
化
か
ら
間
も
な
い
同
月
五

日
、
日
本
郵
政
と
日
本
通
運
は
「
包
括
的
か
つ
戦
略
的
な
提

携
関
係
を
検
討
し
、
構
築
す
る
こ
と
」
お
よ
び
宅
配
便
事
業

の
新
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
基
本
合
意
書
を
締

結
し
た
。
来
年
四
月
に
宅
配
便
事
業
統
合
に
関
す
る
最
終
契

約
を
締
結
し
、
同
一
〇
月
に
新
会
社
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　

新
会
社
は
日
本
郵
政
の
子
会
社
で
あ
る
郵
便
事
業
（
日
本

郵
便
）
が
五
一
％
を
出
資
し
、
日
通
も
三
分
の
一
以
上
を
出

資
す
る
。
新
会
社
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
、
郵
政
の
「
ゆ

う
パ
ッ
ク
」
と
日
通
の
「
ペ
リ
カ
ン
便
」
は
統
合
し
、
ブ
ラ

ン
ド
名
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。
両
社
の
シ
ェ
ア
は
合
計
で
約

一
九
％（
二
〇
〇
六
年
度
実
績
）。
ヤ
マ
ト
運
輸
の「
宅
急
便
」、

佐
川
急
便
の
「
飛
脚
宅
配
便
」
に
続
く
宅
配
便
市
場
の
三
つ

目
の
柱
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
（
図
１
）。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
の
は
、ヤ
マ
ト
・

佐
川
よ
り
む
し
ろ
四
番
手
以
下
の
宅
配
便
事
業
者
だ
。
郵
政

は
〇
四
年
一
〇
月
に
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
以
降
、
取
扱
個
数
を
急
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
あ
お
り
を
食
っ
た
の
は
、
日
通
を
始
め
と
し
た
下
位
事

業
者
で
、こ
の
間
に
も
ヤ
マ
ト
・
佐
川
の
シ
ェ
ア
は
逆
に
高
ま
っ

て
い
る
。
郵
政
と
日
通
の
事
業
統
合
で
淘
汰
に
い
っ
そ
う
拍

車
の
か
か
る
こ
と
は
必
至
だ
。

　

そ
の
結
果
、
宅
配
便
市
場
は
“
二
強
・
一
弱
〟
時
代
に

突
入
す
る
。
郵
政
の
宅
配
便
は
三
二
三
九
億
円
の
売
り
上
げ

に
対
し
て
営
業
利
益
が
一
八
億
円
と
い
う
低
収
益
構
造
（
〇

六
年
度
・
冊
子
小
包
含
む
）。
一
方
の
ペ
リ
カ
ン
便
も
事
業

開
始
以
来
、
赤
字
が
続
く
と
さ
れ
る
。
新
会
社
は
約
五
〇
〇

〇
億
円
の
売
上
規
模
を
見
込
め
る
も
の
の
収
益
的
に
は
苦
し

い
展
開
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

も
と
も
と
日
通
は
赤
字
の
ペ
リ
カ
ン
便
の
て
こ
入
れ
策
と
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し
て
郵
政
事
業
庁
の
時
代
か
ら
郵
政
と
の
事
業
統
合
を
模
索

し
て
き
た
。
し
か
し
郵
政
と
し
て
は
ペ
リ
カ
ン
便
の
荷
物
を

獲
得
す
る
こ
と
に
は
乗
り
気
で
も
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
ま
で
吸

収
す
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
っ
た
。

　

む
し
ろ
郵
政
は
日
通
の
国
際
物
流
事
業
に
魅
力
を
感
じ
て

い
た
。
し
か
し
日
通
に
と
っ
て
も
国
際
物
流
は
ド
ル
箱
。
他

人
の
手
に
は
触
れ
さ
せ
た
く
な
い
。
宅
配
便
だ
け
で
手
を
結

び
た
い
日
通
と
、
国
際
ま
で
含
め
た
包
括
提
携
を
求
め
る

郵
政
の
思
惑
の
違
い
か
ら
、
両
社
の
話
し
合
い
は
い
っ
た
ん

は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
こ
に
来
て
急
展
開

し
た
の
は
、
日
本
郵
政
の
西
川
善
文
社
長
を
中
心
と
す
る

「
郵
政
内
の
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
出
身
者
た
ち
の
仕
掛
け
に
よ
る
も
の

だ
。
今
年
の
夏
に
日
通
と
の
ト
ッ
プ
会
談
を
呼
び
か
け
て
急
遽
、

話
を
ま
と
め
た
」
と
関
係
者
は
証
言
す
る
。

　

宅
配
新
会
社
は
資
本
上
、
郵
政
が
主
導
権
を
握
る
。
事
業

統
合
に
よ
っ
て
郵
政
は
ペ
リ
カ
ン
便
の
赤
字
を
背
負
い
込
む

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
郵
政
が
宅
配
便
の
“
二
強
〟
に
対

抗
す
る
た
め
に
は
、
日
通
と
組
む
以
外
に
有
効
な
選
択
肢
は

な
い
。
い
ず
れ
は
統
合
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
面

は
国
際
物
流
事
業
の
提
携
に
目
を
つ
ぶ
り
、
先
に
日
通
側
の

希
望
に
応
え
て
“
貸
し
〟
を
作
っ
た
格
好
だ
。

日
通
を
呑
み
込
み
世
界
へ

　

郵
政
が
日
通
の
国
際
物
流
を
諦
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
四

大
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
の
一
角
を
占
め
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
と
の
提
携
が

決
裂
し
て
以
降
、
郵
政
は
国
際
物
流
進
出
の
具
体
的
な
ス
キ
ー

ム
を
描
け
ず
に
い
る
。
提
携
相
手
の
有
力
候
補
と
し
て
き
た

外
資
系
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
と
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
国
際
エ
ク
ス
プ

レ
ス
便
と
の
競
合
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
今
や
敵
対
す
る
関

係
に
あ
る
。
他
の
有
力
航
空
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
は
い
ず
れ
も
特
定

の
企
業
グ
ル
ー
プ
に
既
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

残
さ
れ
た
カ
ー
ド
は
国
際
物
流
分
野
で
も
日
通
の
ほ
か
見

当
た
ら
な
い
。
日
通
と
の
宅
配
事
業
統
合
に
関
連
し
て
郵
政

の
西
川
社
長
は
日
本
郵
便
の「
株
式
の
公
開
と
並
行
し
て（
日

通
と
の
）
株
式
持
ち
合
い
も
検
討
す
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。
一
方
、日
通
側
は「
宅
配
便
・
国
際
物
流
で
包
括
提
携
」

と
見
出
し
を
打
っ
た
新
聞
報
道
に
対
し
て
「
国
際
物
流
に
関

す
る
提
携
で
郵
政
と
合
意
し
た
事
実
は
全
く
な
い
」
と
火
消

し
に
追
わ
れ
た
。

　

国
内
通
常
郵
便
の
減
少
に
加
え
、
民
間
メ
ー
ル
便
に
足
元

を
浸
食
さ
れ
て
い
る
日
本
郵
便
に
と
っ
て
、
国
際
物
流
や
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
事
業
な
ど
物
流
市
場
へ
の
本
格
参
入
に
よ
る

事
業
拡
大
は
既
定
路
線
。
目
指
す
は
ド
イ
ツ
ポ
ス
ト
と
同
様

の
国
際
総
合
物
流
企
業
だ
。
そ
の
実
現
に
は
大
型
買
収
や
有

力
物
流
企
業
と
の
事
業
統
合
が
避
け
ら
れ
な
い
。

　

日
通
の
時
価
総
額
は
十
一
月
二
〇
日
現
在
、
約
五
六
〇

〇
億
円
。
ド
イ
ツ
ポ
ス
ト
が
総
額
二
兆
円
近
く
を
投
じ
て
Ｄ

Ｈ
Ｌ
を
始
め
と
し
た
民
間
物
流
企
業
を
買
収
し
た
国
際
物
流

市
場
の
常
識
に
照
ら
せ
ば
、
郵
政
が
日
通
を
買
収
し
て
も
驚

く
に
は
当
た
ら
な
い
。
対
す
る
日
通
は
売
上
規
模
で
は
世
界

的
に
み
て
も
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
持
ち
な
が
ら
、
一
九
九

〇
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
国
際
物
流
市
場
の
大
再
編
を
全

く
蚊
帳
の
外
で
過
ご
し
て
き
た
。

　

郵
政
と
日
通
が
統
合
す
れ
ば
年
商
四
兆
円
の
規
模
を
誇
る

ア
ジ
ア
最
大
の
総
合
物
流
企
業
が
誕
生
す
る
。
そ
の
先
兵
と

し
て
欧
米
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
と
伍
し
て
い
く
の
は
日
通

の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
だ
。
独
立
資
本
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
捨

て
れ
ば
、
活
躍
の
舞
台
は
大
き
く
拡
が
る
。
た
だ
し
巨
大
す

ぎ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
誕
生
は
他
の
民
間
物
流
企
業
へ
の
影
響

が
避
け
ら
れ
な
い
。
郵
便
事
業
の
崩
壊
を
覚
悟
で
郵
政
の
経

営
の
舵
取
り
を
縛
る
の
か
、
そ
れ
と
も
民
業
圧
迫
に
目
を
つ

ぶ
り
国
策
と
し
て
和
製
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
を
育
て
る
の
か
。

日
本
郵
便
の
行
方
は
世
論
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。（

大
矢
昌
浩
）
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図3　4つの事業領域ごとに有力企業との資本提携を積極的に進めている     

 グループ会社 提携相手 出資比率等 設立 事業概要

三菱UFJ信託銀行

電通、電通テック

日本通運

大丸

三越

ANA、日本通運、
商船三井

資本金1億円。郵政51％：
三菱ＵＦＪ信託銀行49％

資本金4億9000万円。郵
政51％：電 通34％：電
通テック19％

資本金未定。郵政51％：
日本通運33％以上

買収金額6億5000万円。
資本金3400万円。郵政
67.6％：大丸32.4％

資本金1億円。郵便事業
51％：三越49％

資本金8000万円。ANA
51.7%、郵政33.3％：日
通10％：商船三井5％

2006年2月

07年内予定

08年10月予定

2005年10月

2007年11月

2006年2月

メ
ー
ル

宅
配
便

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

国
際
物
流

JPビズメール

ＤＭ新会社
（社名未定）

宅配便事業新会社
（社名未定）

JPロジサービス
（旧アソシア）

JP物流パートナーズ
（旧ディーエス
ロジスティクス）

ANA＆JP
エクスプレス

事業
領域

ＤＭの封入発送・印刷業務

ＤＭ広告の企画・開発

宅配便事業

航空貨物機運航事業

大丸を荷主とした百貨店物
流。06年度売上高134億
円

ギフト品の発送を中心とし
た業務。06年度売上高7
億円


